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刺
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０

日
達
成
に
つ
い
て

去
る
８
月

日
に
本
村
に
お
け
る

１２

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達

成
し
ま
し
た
。〔
広
報
し
む
か
っ
ぷ
１０

月
号
掲
載
〕

こ
の
間
、
平
成

年

月
の
道
東

１９

１０

自
動
車
道
ト
マ
ム
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
開
通
、
平
成

年

月
の
占
冠
イ

２１

１０

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
、
加
え
て
無

料
化
社
会
実
験
に
よ
り
交
通
量
が
倍

増
し
、
交
通
事
故
多
発
、
あ
る
い
は

住
民
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
懸
念
が

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
北
海
道
警
察
富

良
野
警
察
署
を
は
じ
め
占
冠
駐
在
所

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
占

冠
村
交
通
安
全
協
会
等
関
係
機
関
の

ご
努
力
と
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
２

０
０
０
日
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
は
、
２
５
０
０
日
、
更
に
は

占
冠
村
の
記
録
で
あ
り
ま
す
２
７
４

６
日
を
塗
り
替
え
て
、
３
０
０
０
日

達
成
を
目
標
に
関
係
機
関
と
連
携

し
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

刺
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て

７
月

日
に
行
い
ま
し
た
公
募
型

３０

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
事
業
「
猟
区
設
定
可

能
性
調
査
事
業
」
は
、
占
冠
村
に
適

し
た
猟
区
の
あ
り
方
の
提
案
を
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
平
成

年
度
に
策

２３

定
し
た
「
占
冠
村
エ
ゾ
シ
カ
対
策
基

本
構
想
」
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
も

の
で
す
。
基
本
構
想
で
は
こ
の
ほ
か

に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
生
息
数

調
査
、
食
害
調
査
、
移
動
調
査
、
狩

猟
環
境
の
整
備
と
し
て
効
率
的
な
捕

獲
方
法
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、
地
元

狩
猟
者
を
「
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
」
と

証
明
し
、
狩
猟
税
の
軽
減
を
図
る
な

ど
狩
猟
者
の
環
境
改
善
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ジ
ビ
エ
工
房
「
森
の
恵
み
」
で
は
、

使
用
者
が
エ
ゾ
シ
カ
協
会
の
推
奨
を

受
け
る
な
ど
食
肉
と
し
て
流
通
す
る

基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後

は
北
海
道
な
ど
が
実
施
す
る
各
種
事

業
を
活
用
し
、
魅
力
的
な
商
品
開
発

と
消
費
拡
充
の
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

刺
前
線
停
滞
に
よ
る
大
雨
被
害

に
つ
い
て

９
月
９
日
か
ら

日
に
か
け
て
前

１１

線
が
停
滞
し
、
本
村
に
も
大
雨
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
は
２
１

０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
１
時
間

の
雨
量
も
局
地
的
に

ミ
リ
メ
ー
ト

２５

ル
を
記
録
し
ま
し
た
。

日
正
午
に
千
歳
橋
地
点
に
お
け

１０
る
テ
レ
メ
ー
タ
ー
水
位
が
、
水
防
団

待
機
水
域
を
超
え
た
た
め
、
役
場
各

課
に
お
い
て
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

早
急
な
対
応
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
午
後
５
時

分
に
災
害
対
策
本

１５

部
を
設
置
し
、
役
場
及
び
富
良
野
広

域
連
合
富
良
野
消
防
署
占
冠
支
署
並

び
に
占
冠
消
防
団
が
災
害
に
対
応
い

た
し
ま
し
た
。

【
被
害
の
概
要
と
対
応
】

９
月

日
（
月
）

１０

葛

道
道
３
路
線
４
か
所
が
土
砂
崩
れ

に
よ
り
通
行
止
め

葛

孤
立
１
戸
、
土
の
う
設
置
２
か
所
、

村
道
２
か
所
が
土
砂
崩
れ
の
た
め

応
急
的
に
土
砂
を
撤
去
し
、
樋
門

２
か
所
で
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水

葛

午
後
８
時
、
雨
が
小
康
状
態
と
な

り
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
も
異
常
な
し

と
の
報
告
を
受
け
、
全
員
自
宅
待

機
の
状
態
で
対
策
本
部
を
解
散

９
月

日
（
火
）

１１

葛

道
道
新
得
夕
張
線
の
更
生
橋
ゲ
ー

ト
か
ら
下
ト
マ
ム
ゲ
ー
ト
ま
で
が

通
行
止
め
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

高
等
学
校
通
学
へ
の
配
車
、
村
営

バ
ス
ト
マ
ム
線
運
休
の
処
置

被
害
額
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
調

査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
災
害
復
旧
に

つ
い
て
関
係
機
関
に
早
急
に
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政のののののののののののののののののののののの報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報行政の報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告 平成２４年９月１２日開会の９月定例会で、６月定例会以降の行政の動き
について報告しましたので概要をお知らせします。

９月１０日の大雨で水があふれた側溝（字占冠）

９月定例議会で補正予算が議決されました。一般会計の中から主な事業費についてお知らせします。

平成２４年度予算の補正

◆総合センター耐震診断 ４７２万５千円

◆役場庁舎内ＬＥＤ化 ３３６万円

◆福祉基金積立金 １億２６１万９千円

◆財政調整基金積立金 ５００万円

◆第２中央団地、川添団地改修工事 ５５０万円

◆村営住宅、教員住宅修繕 １千１１９万１千円

◆村営住宅基金積立金 ５千万円

◆富良野広域連合負担金 ４４２万７千円

◆中央小学校、占冠中学校トイレ洋式化工事

６５９万円

◆村道復旧、改良工事 ３千４０万円

※ニニウ１号線道路復旧、村道２号線と北２線

舗装改修工事

◆中央地区避難路調査設計 １４０万７千円

※運動公園ゲートボール場の横の運動公園パー

クゴルフ場へ向かう登り道です

◆災害活動用備品 １４６万３千円

※災害時に使用する投光器やボート等の購入費

◆１１０年記念事業 １１０万円

※記念植樹、記念品等
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暴力団が村民の生活及び社会経済活動に不当な影響を与える存在であることを認識しましょう。

栢 暴力団を恐れない

栢 暴力団に対し資金を提供しない

栢 暴力団を利用しない

この３つのことを基本として、村、村民、事業者、関係機関が連携及び協力し暴力団の排除を推進します。

栢 村が実施する暴力団排除に関する施策に協力するよう努めます

栢 暴力団を利用したり、利益の供与をしてはいけません

栢 暴力団に関する情報を得たときは、村や道、警察に情報を提供するよう努めます

村の役割と取り組み

基本理念

村民・事業者の役割

「占冠村における暴力団の排除の推進に関する条例」は、村民の安全で平穏な生活を確

保するために制定しました。

条例では、暴力団の排除の推進に関する施策を定め、村、村民、事業者の役割を明ら

かにしています。皆さんで協力して暴力団の排除を実施しましょう。

村は、村民や事業者の協力を得て、道や関係機関と連携し、暴力団排除に関する施策を実施します。

栢 村が実施する入札に参加させない

栢 村の事務事業にかかる契約に関連する下請契約からの排除

栢 公共施設利用の不許可や許可の取り消し

栢 村内中学校への必要な教育

栢 暴力団排除の機運の醸成のための広報・啓発活動や情報提供

占冠村における暴力団の排除の推進に関する条占冠村における暴力団の排除の推進に関する条例例
を制定しましを制定しましたた

この条例は、平成２５年１月１日から施行します

裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽

出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作

成
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

平
成

年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

２５

た
方
に
は
本
年

月
中
旬
に
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

１１

た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ

め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調
査
表
を
お

送
り
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者

の
方
が
、
１
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め

ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
の
な
い
よ
う
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間
等
に
何

ら
の
制
限
を
設
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
票

で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り

す
る
質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と

も
、
ま
た
は
裁
判
の
当
日
（
選
任
手
続
時
）
に
辞

退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
せ

旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局

電
話

０
１
６
６
‐

‐
６
０
７
４

５１

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す


